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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B22
通信指令システム用ＣＶＣＦの更新整備 警察費 警察活動費 一般活動費

警察法 宣言項目 03 大地震など危機への備えの強化

分野施策 020516 危機管理・防災体制の強化

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　なし

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
県　債

決定額 128,081 128,000 81 128,081

前年額 0 0

平成30年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察活
動費

事 業
期 間

平成30年度～ 根 拠
法 令平成30年度

　通信指令システム用ＣＶＣＦ（無停電電源装置）は平
成16年度の整備から13年間が経過し、老朽化しているた
め、更新整備する。

（1）通信指令システム用ＣＶＣＦの更新整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　128,081千円

（1）事業内容
　　ア　通信指令システム用ＣＶＣＦの更新整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　128,081千円
　　　ＣＶＣＦ（無停電電源装置）は、停電等何らかの理由で通信指令システムへの送電が停止した場合、非常用発動発
　　電機が起動するまでの間の無電力状態をカバーするための大型蓄電装置である。
　　　また、通常時は、通信指令システムで使用するすべての電源の電流、電圧を整流し、電力の安定供給をおこなう役
　　割を果たしている。

（2）事業計画
　　平成16年度の整備から13年経過し老朽化しており、故障により使用不能になる恐れがあるため更新する。

（3）事業効果
　　停電等の理由により、電源からの送電が行われなくなった場合、または、落雷等により異常な電流が発生した場合
　に、通信指令業務を停止させることなく、県民からの緊急通報である110番を継続的に受理することができる。

（県10/10）

（1）地方債の充当率　75％

前年との
対比

― 警察本部 B22 ―
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